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主
要
企
業 

年
頭
所
感

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
主
力
電
源
化
の
時
代
、

太
陽
光
発
電
は
我
が
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
盤
と
な
る

馬
上
　
丈
司

千
葉
エ
コ
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
株
式
会
社
　
代
表
取
締
役

一
般
社
団
法
人
ソ
ー
ラ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
推
進
連
盟
　
代
表
理
事

一
般
社
団
法
人
太
陽
光
発
電
事
業
者
連
盟
　
専
務
理
事

小
形
風
力
発
電
機
の
普
及
に
向
け
て

久
保
　
昌
也

（
一
社
）日
本
小
形
風
力
発
電
協
会

副
理
事
長

２
０
１
９
年 

年
頭
所
感

笹
田
　
政
克

理
事
長

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
地
中
熱
利
用
促
進
協
会

新
春
の
お
喜
び
を
申
し
上

げ
ま
す
。
新
春
早
々
で
は
あ

り
ま
す
が
、
昨
今
の
異
常
気

象
は
た
い
へ
ん
気
に
な
っ
て

お
り
、
気
候
変
動
緩
和
策
の

必
要
性
を
こ
れ
ま
で
以
上
に

強
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。

地
中
熱
は
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
熱
利
用
と
し
て
、

ど
こ
で
も
利
用
で
き
る
身
近

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
す
が
、
足

て
い
く
中
で
、
今
年
地
中
熱

利
用
促
進
協
会
で
は
地
中
熱

の
導
入
に
関
係
さ
れ
て
い
る

方
々
が
一
堂
に
会
せ
る
場
と

し
て
、
第
1
回
「
全
国
地
中

熱
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
い

た
し
ま
す
。
最
近
の
導
入
事

例
、
設
計
・
施
工
の
技
術
動

向
、
再
エ
ネ
・
省
エ
ネ
政

策
、
補
助
金
活
用
の
ポ
イ
ン

ト
な
ど
を
と
り
あ
げ
、
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
と
展
示
会
を
組
み

合
わ
せ
た
大
き
な
イ
ベ
ン
ト

に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

さ
て
、
こ
れ
か
ら
の
動
き

と
し
て
注
目
し
て
い
る
の
は
、

２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と

２
０
２
５
年
大
阪
万
博
で
す
。

オ
リ
パ
ラ
で
は
新
設
さ
れ
る

水
泳
競
技
場
と
有
明
ア
リ
ー

ナ
に
は
規
模
の
大
き
な
地
中

熱
設
備
が
入
り
ま
す
。
一
方
、

大
阪
市
は
万
博
に
向
け
て
、

昨
年
地
下
水
の
熱
利
用
が
で

き
る
国
家
戦
略
特
区
の
申
請

を
し
ま
し
た
。
大
阪
で
は
地

下
水
熱
を
利
用
し
た
空
調
に

よ
る
大
幅
な
温
室
効
果
ガ
ス

の
削
減
に
向
け
て
動
き
だ
そ

う
と
し
て
い
ま
す
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
の
多

い
都
市
部
に
お
い
て
、
利
用

で
き
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
は
限
ら
れ
て
お
り
、
太
陽

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
と
も
に
地
中

熱
は
大
き
な
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

を
も
っ
て
い
ま
す
。
東
京
と

大
阪
で
の
こ
れ
ら
の
動
き
に

連
動
し
て
、
今
年
地
中
熱
利

用
が
大
き
く
拡
大
す
る
こ
と

を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

本
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し

て
素
晴
ら
し
い
一
年
に
な
り

ま
す
よ
う
祈
念
し
て
、
新
年

の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

地
域
と
ふ
る
さ
と
を
テ
ー
マ
に
始
動
す
る

佐
藤
　
建
吉

（
一
社
）洸
楓
座

代
表
理
事

21
世
紀
の
重
要
な
課
題
に

は
、
環
境
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

高
齢
化
と
健
康
、
そ
し
て

デ
ザ
イ
ン
が
あ
る
。
ほ
か

に
も
重
要
な
課
題
が
あ
る

が
、
絶
え
ず
迫
る
来
る
時
代

と
向
き
合
い
、
解
決
の
糸
口

を
探
し
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

21
世
紀
も
19
年
が
経
た
。

こ
の
間
、
３
・
11
の
災
害
や

気
象
災
害
に
遭
遇
し
、
さ
ら

に
は
企
業
不
祥
事
な
ど
多
く

の
課
題
の
渦
中
に
あ
る
。
こ

れ
ら
に
対
し
て
、

人
間
サ
イ
ド
で
対
策
を
し

た
の
で
あ
ろ
う
か
。
従
来
の

慣
行
に
流
れ
て
、
必
要
な
対

策
を
先
送
り
に
し
て
い
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

一
般
社
団
法
人
洸
楓
座

は
、
そ
の
名
の
通
り
、
サ
ン

ズ
イ
が
水
力
、
光
は
太
陽

光
、
キ
ヘ
ン
は
バ
イ
オ
マ

ス
、
風
は
風
力
、
座
の
な
か

の
土
が
地
熱
を
意
味
し
、
自

環
境
を
守
り
、
健
全
な
持
続

可
能
な
地
域
社
会
を
デ
ザ
イ

ン
す
る
た
め
に
、
こ
の
法
人

も
若
返
り
と
、
発
信
力
を
高

め
る
た
め
に
、
事
務
所
を
東

京
の
新
橋
駅
近
（
東
京
都
港

区
新
橋
１-

５-

５
国
際
善

隣
会
館
４
階
）
に
置
く
こ
と

に
し
た
。

実
際
の
移
籍
は
、
新
年
１

月
で
あ
る
が
、
元
号
も
代
わ

る
今
年
か
ら
新
規
に
活
動
が

ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
は
意
義

深
い
。
30
代
、
40
代
、
50

推
進
事
業
❖
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ

ス
❖
人
材
育
成
＆
地
域
づ
く

り
事
業
❖
健
康
対
策
事
業
❖

出
版
講
演
会
セ
ミ
ナ
ー
事
業

な
ど
で
あ
る
。

共

通

の

テ

ー

マ

は
、

「
人
」
で
あ
り
、「
地
域
」
で

あ
り
、
身
近
に
い
え
ば
「
ふ

る
さ
と
」
で
あ
る
。
こ
れ
に

は
、
い
ま
暮
ら
し
て
い
る

「
生
圏
」
も
含
め
都
市
も
対

象
と
さ
れ
る
。

各
位
の
ご
支
援
と
ご
協
力

を
お
願
い
す
る
次
第
で
あ
る
。

代
、
60
代
の

４
名
が
協
働

し
て
次
の
こ

と
を
行
う
。

❖
地
域
エ

ネ
ル
ギ
ー
の

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

２
０
１
２
年
か
ら
固
定
価

格
買
取
制
度
を
対
象
と
し
た

小
形
風
車
の
導
入
が
開
始
し
、

２
０
１
８
年
３
月
末
時
点
で

設
備
導
入
容
量
は 

８
５
６
４

㌗（
導
入
件
数
＝
４
９
９
件
）、

設
備
認
定
容
量
は
１
万
１
２

１
６
㌗
（
導
入
件
数
＝
５
８
４

１
件
）
と
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
２
０
１
８
年
４
月
の
固
定

価
格
買
取
制
度
の
改
正
で
小

形
風
力(

20
㌗
未
満)

の
枠
組
み

が
撤
廃
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

調
達
価
格
が
大
幅
に
削
減
さ

れ
た
為
に
設
備
認
定
件
数
及

び
設
備
認
定
容
量
の
増
加
は

期
待
で
き
な
い
状
況
と
な
り

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の

中
、
ま
た
Ｆ
Ｉ
Ｔ
制
度
終
了
後

の
小
形
風
車
の
普
及
を
推
進

す
る
に
は
、
分
散
型
電
源
及
び

独
立
型
電
源
と
し
て
小
形
風

力
発
電
機
を
利
用
す
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

小
形
風
力
発
電
機
を
分
散

型
、
独
立
型
電
源
と
し
て
利

用
し
て
頂
く
為
に
当
協
会
で

は
今
年
度
も
引
き
続
き
セ
ミ

ナ
ー
や
勉
強
会
を
開
催
す
る

等
、
風
車
の
適
正
な
導
入
を

推
進
す
る
活
動
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
小
形
風
力

発
電
機
の
安
全
性
を
高
め
、

安
心
し
て
導
入
し
て
頂
く
た

め
に
電
力
系
統
へ
の
接
続
課

題
に
向
け
出
力
制
御
や 

Ｆ

Ｒ
Ｔ
等
の
技
術
課
題
を
継
続

し
て
取
り
組
み
、
小
形
風
車

の
性
能
や
安
全
に
関
す
る
規

格
Ｊ
Ｓ
Ｗ
Ｔ
０
０
０
１
や
小

形
風
車
導
入
手
引
書
の
見
直

し
、
改
正
に
向
け
て
の
委
員

会
の
開
催
を
実
施
し
て
い
き

ま
す
。
さ
ら
に
小
形
風
力
発

電
機
の
建
設
に
関
し
て
の
資

格
制
度
に
つ
い
て
検
討
す
る

等
、
小
形
風
力
発
電
機
に
関

わ
る
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の

皆
様
に
満
足
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
一
層
の
努
力
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

本
年
も
、
小
形
風
力
発
電

機
の
普
及
に
関
し
ま
し
て
引

き
続
き
ご
支
援
と
ご
協
力
を

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
あ
げ
ま
す
。

然
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
利
用
を
進
め

る
人
の
集
ま
り

と
し
て
、「
洸

楓
座
」
と
命
名

し
活
動
し
て
き

た
が
、
十
分
と

は
言
え
な
い
。

そ
こ
で
、
地
域

由
来
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
地
域
の

か
し
、
私
が
地
中
熱
の
普
及

活
動
を
始
め
た
10
年
前
に
比

べ
る
と
、
建
築
物
関
係
の
業

界
や
自
治
体
な
ど
で
の
認
知

度
は
大
き
く
向
上
し
ま
し

た
。
昨
年
は
地
球
温
暖
化
対

策
の
実
行
計
画
に
地
中
熱
を

記
載
し
て
い
る
自
治
体
の
数

が
１
０
０
を
超
え
る
と
こ
ろ

ま
で
来
ま
し
た
。

認
知
度
が
徐
々
に
向
上
し

元
に
使
え

る
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
あ

る
こ
と
を

知
っ
て
い

る
一
般
市

民
の
方
は

ま
だ
少
数

で
す
。
し

千葉エコ・エネルギーは発電のみならずパネル下での農
業を重視している。写真は、千葉市大木戸アグリ・エナ
ジー 1号機で草刈機の実地試験を行った時の様子

千葉エコ・エネルギーが千葉市内で運営し
ている自社所有ソーラーシェアリング
「千葉市大木戸アグリ・エナジー 1号機」

た
。
明
治
時
代
の
水
力
発
電

と
火
力
発
電
を
中
心
と
し
た

水
主
火
従
の
電
源
構
成
に
始

ま
り
、
昭
和
時
代
に
は
火
主

水
従
へ
と
転
換
し
、
更
な
る

火
力
発
電
の
拡
大
と
原
子
力

発
電
の
主
力
電
源
化
に
邁
進

し
た
平
成
時
代
の
終
わ
り

昨
年
閣
議
決
定
さ
れ
た
第

５
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画

に
お
い
て
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
主
力
電
源
化
し
て

い
く
こ
と
が
明
記
さ
れ
、
我

が
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
は

新
し
い
ス
テ
ー
ジ
に
突
入
し

に
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

普
及
へ
の
道
筋
が
や
っ
と
示

か
つ
て
世
界
を
リ
ー
ド
す

る
太
陽
光
発
電
技
術
を
生
み

出
し
た
国
と
し
て
、
こ
れ
か

ら
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
主
力
電
源
化
が
世
界
的
な

潮
流
と
な
る
時
代
に
お
い

て
、
再
び
先
駆
的
な
立
場
へ

と
返
り
咲
け
る
よ
う
に
国
家

一
丸
と
な
っ
て
、
こ
の
人
類

史
に
残
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換

の
時
代
を
歩
ん
で
行
こ
う
。

化
を
進
め
て
い
く
最
初

の
年
に
な
る
。
社
会
イ

ン
フ
ラ
と
し
て
、
Ｆ
Ｉ

Ｔ
期
間
の
20
年
で
終
わ

る
こ
と
な
く
30
年
～
40

年
以
上
の
継
続
的
な
運

転
を
図
る
た
め
に
、
長

寿
命
設
計
と
施
工
・
適

切
な
保
守
管
理
を
一
層

徹
底
す
る
と
共
に
、
立

地
す
る
地
域
と
共
生
・

さ
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
Ｆ
Ｉ
Ｔ
が
始

ま
っ
て
か
ら
大
規
模
な

導
入
が
進
む
太
陽
光
発

電
は
、
こ
の
２
０
５
０

年
に
向
け
た
目
標
の
中

で
も
変
わ
ら
ず
に
大
き

な
役
割
を
果
た
し
て
い

く
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

そ
の
意
味
で
、
今
年

は
太
陽
光
発
電
が
我
が

国
の
主
力
電
源
と
な
っ

て
い
く
た
め
に
、
そ
の

運
用
の
適
正
化
と
自
立

割
は
、
よ
り
大

き
く
な
っ
て
く

る
。
太
陽
光
と

い
う
尽
き
る
こ

と
の
な
い
自
然

の
恵
み
か
ら
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
作

る
営
み
は
、
同

じ
く
我
々
が
生

き
る
糧
を
生
み

出
す
農
林
漁
業

と
い
う
営
み
と

の
親
和
性
が
高

い
。

共
存
で
き
る
事
業
と
な
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
た
め
に
は
、
発
電
事
業

者
が
イ
ン
フ
ラ
を
担
う
立
場

を
自
覚
し
、
長
期
の
事
業
に

取
り
組
む
姿
勢
を
改
め
て
示

す
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
大
規
模
太
陽
光
発

電
事
業
に
よ
る
山
林
開
発
等

へ
厳
し
い
目
が
向
け
ら
れ
る

中
で
、
４
５
０
万
㌶
以
上
あ

る
国
内
の
農
地
の
保
全
と
農

業
の
振
興
に
資
す
る
ソ
ー
ラ

ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
（
営
農
型

太
陽
光
発
電
）
が
果
た
す
役


